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研究成果の概要（和文）：本研究はアンデルセン文学のなかで特にマイナーとされるジャンルを中心

に、“移動”というテーマによってテクストを選別し、脱領域観点からアンデルセン文学を「越境文学」と

して検証することであった。空間と文化を越境しつづけたアンデルセンの流動的なマルチ芸術性に注

目しつつ、アンデルセン文学が複数の文学領域、また文学以外の芸術領域と交錯するなかで「総合芸

術」として創造されたことを考察した。その結果、単にロマン主義文学としての「総合芸術」の所産に留

まることなく、現代においても、統合芸術として、常に新たな解釈の可能性があることが検証された。 

 
 
研究成果の概要（英文）：Investigations in this study has concerned with a minor genre of 
H.C. Andersen literature, especially the literary works whose theme is about "movement", 
and regards them as "Transborder Literatue" from the interdisciplinary perspective. The 
project aimed at focusing on his multi artistry which he has acquired by cross-bordering 
time and space, and discussing his "composite art" created by comprehending literary works 
and non-literary art. As a result, it is demonstrated that Andersen Literature is not 
only the outputs of the "composite art" in Romanticism, but also has many possibilities 
of new interpretation as "modern composite art". 
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１．研究開始当初の背景 

従来、日本におけるアンデルセン研究は山室
静、鈴木徹郎らによって、もっぱら童話研究、
伝記的研究、日本におけるアンデルセンの受

容史研究に重点が置かれ、それらは日本にお
けるアンデルセン研究の古典的手法として、
現代においてもなお確固たる地位を占めて
いるが、研究対象テクストはほとんど童話に
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限られており、それ以外のジャンルは等閑視
されてきた。 

 一方、本国デンマークにおいては伝記的研
究、ジャンルごとの各論的な研究、個々のテ
クスト研究は現在も存在するが、近年は文学
という単一領域にとらわれない総体的なア
ンデルセン研究が盛んになりつつある。その
傾向はとりわけ 2005 年のアンデルセン生誕
200 年を記念して開催された国際アンデルセ
ン学会における研究領域を横断した研究発
表や絵画、音楽の領域におけるアンデルセン
の位置づけをめぐる資料が次々と刊行され
るあたりにも顕著に認められる。かかる認識
を踏まえ、本研究者は研究当初、日本におけ
る脱領域的なアンデルセン研究を模索しつ
つ、アンデルセンの詩と音楽との関係につい
ての論考に着手し、日本におけるアンデルセ
ン文学の未知の側面あるいは、周縁について
の研究を中心に進め、その成果を発表してき
た。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的はこれまでの脱領域的な
個々の研究をさらに発展させ、まとめるため
の基軸を見つけること、すなわち アンデル
セン文学をさまざまな研究領域を“越境する
文学”として位置づけることである。70 年に
及ぶ生涯の中で、アンデルセンはその大半を
旅に明け暮れ、漂泊の詩人として“自宅”と
いうものを一度も構えたことがなかった。越
境者・移動者としての目が、「旅」、「遍歴」、
「死後の世界」、「変身」、「匿名」、「演技」と
いったさまざまな“移動の表象”をあらゆる
ジャンルのなかに描出していること、そして
それらがアンデルセンの脱領域的且つ流動
的なマルチ芸術性と大きく関与しているこ
とを考究し、現代の視座からアンデルセン文
学の新たな読みの可能性を探り、19 世紀ロマ
ン主義芸術と現代芸術とのインターフェー
スとなっていることを提示することである。
目的は以下のように大きく以下の３点に集
約される。３点の課題はそれぞれ段階を追っ
て互いに関連し、全体として本研究課題の目
的に到達すると考えた。 

 

(1)アンデルセン原典テクストの分析：本件課
題の目的に適うテクスト選出作業、個々のテ
クスト分析を行い、テーマの解題から、個々
の文学的表象の構造と相互連関性を探る。 

 

(2) (1)の分析過程のなかから抽出した「時空
間移動」、「越境」の表象が既存の文学ジャン
ルを脱領域化させ、「越境文学」という新た
な文学定義・範疇においてそれぞれのテクス
トを連関させる働きを担っていることを検
証する。同時に「越境文学」という未だ曖昧
な概念を先行研究に依拠しつつ明らかにす

る。 

 

(3)さらに「越境文学」という文学概念は文学
の単一領域に留まることなく、他の文化・芸
術領域、文化概念との関連において位置づけ
る必要があることを考証し、同時に本研究課
題において扱うアンデルセン文学の特性を
析出するのに適正な枠組となっていること
を提示する。 

  

３．研究の方法 

本研究は資料収集を含めた現地での取材と
本研究のテーマに関連したアンデルセン原
典テクストおよび、再創造された現代テクス
ト読解を中心に行った。 

 

(1) 「時空間の移動」、「越境」をテーマとし
ているテクストの選出を小説、旅行記、詩と
いったマイナーなジャンルの枠内で行い、そ
れぞれのテクストに表出された「移動」の表
象を抽出および分析し、キーワード化する作
業をとおして分類した。その際、分析に援用
したのは一次的な理論書に『アラベスクとそ
の美学的諸形式』 (Niels Kofoed,:1999)であ
る。 

 

(2) 国内においては、越境・移動文学論およ
び、それに関する文献の収集につとめ、同時
に次年度分析対象となる、文学外領域の関連
資料・文献の収集および調査をデンマークお
よびドイツを中心に実施した。その中心は、
実際のアンデルセンの旅にまつわる資料・文
献、当時の地誌的資料、アンデルセン文学に
関連した音楽関係の資料・文献に絞った。 

 

(3) 前年度に収集した文学外領域の関連資
料・文献の分析を中心に実施した。これは次
の２点に絞られる。第一にはアンデルセンが
生涯行った旅（約 30 回に及ぶ海外移動）に
おける空間・物理的越境（移動手段と旅先の
地誌的状況）と文化的越境（芸術、宗教、日
常生活などに関する差異）について、手紙、
日記などの実資料、またアンデルセンの旅に
関する文献資料から分析を行った。第二にア
ンデルセン文学と音楽との関係について調
査と分析にあたった。その際、分析をアンデ
ルセンとの間に直接影響関係がみられる当
時の 19 世紀ロマン主義音楽だけに絞らず、
イズムに基づいて展開された各時代の芸術
運動のなかでアンデルセン文学の音楽化が
恒久的に行われてきたことへの意味を読み
解きつつ、現代音楽の領域まで分析対象を拡
大した。また前述の第二項目目と関連させ、
前年度の分析で明らかにした文学的「移動の
表象」の構造と個々の関係性を踏まえた上で、
それらがアンデルセンの生きた時代、すなわ
ち 19 世紀のロマン主義芸術領域および芸術



 

 

運動のなかで調和し自足しているのか、逸脱
するところがあるのかを考究した。 

 

(4) 最終年度はアンデルセン文学と音楽の関係
について、おもに現代音楽との関わりについて
考察した。具体的にはアンデルセンの没後に音
楽化されたオペラ、歌曲などの調査と分析にあ
たった。２０１１年９月上演のアンデルセンの現代
モノオペラ制作（脚本）をめぐる共同研究をおこ
なった。またアンデルセンのマルチ芸術性に関
して総括を行い、さらにアンデルセン文学がジャ
ンル、時代を超える「越境文学」として現代北欧
文学、現代北欧児童文学といかに連関している
かを検証した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究の初年度は「時空間の移動」、「文
化の越境」をテーマとしているテクストの選
別作業および個々の作品の連関性を整理し、
いまだ入手していない関連原典資料、および
アンデルセンと音楽の関係資料の収集とそ
の整理にあたり、22 年度、23 年度のための
研究基盤を固めた。アンデルセンをさまざま
なディシプリンから検証および研究した資
料は書物あるいは論文として毎年デンマー
ク本国において新たに発表されるため、現地
においてそれらの資料の選定にあたり、必要
文献を入手することは大変意義があった。ま
た日本においてはそれほど知られていない
ことではあるが、当時ロマン主義時代におけ
るアンデルセンと音楽家との関係、とりわけ
交流期間は限られていたが、シューマンとア
ンデルセンに共通する芸術概念に着目し、そ
のための関連資料を収集することができた
ことも初年度の研究成果である。またこの研
究に着手するにあたり、日本比較文学会・関
西支部例会において、「越境文学としてのア
ンデルセン研究」と題し、新観点からのアン
デルセン研究の可能性と意義について発表
し、また参加者とのさまざまな質疑応答を介
して、新たな着想点を得られたことも研究の
展開に大きく参与するものとなった。 
 
(2)研究２年目は初年度に引き続き、既存の
文献整理、新たな文献・資料収集などを推進
した。まず、前年度後半に行った「アンデル
センと音楽の関係」に関する調査で入手した
資料の整理を行い、それらの調査を裏付けし、
同時に補強するためのさらなる資料収集に
努めた。また次年度に企画されることになっ
ていた現代作曲家・笠松泰洋氏によるアンデ
ルセンのモノオペラ「人魚姫」との共同研究
に着手し、新たな「人魚姫」解釈をめぐって
互いに意見交換を行った。具体的な研究成果
は次に挙げる２点である。まず「越境文学」
「移動文学」の定義付けを確認するため、「移
動文学」に関する研究書の書評論文を学会誌

に発表した。もう一つはアンデルセンと音楽
の関係で入手した資料の整理をするなかで、
とりわけシューマンとアンデルセンの書簡
交換に着目し、それについての考察を世界言
語研究センター・デンマーク語／スウェーデ
ン語研究室の紀要に発表したことである。 
 
(3)最終年度はアンデルセンの没後に音楽化
されたオペラ、歌曲などの調査に当たると同
時に、平成 23 年９月に兵庫県立芸術文化セ
ンターにて上演されたモノオペラの脚本の
監修に携わり、脚本家、作曲家とともにアン
デルセン童話の現代的解釈（なぜ「人魚姫」
には母親が登場しないのか→アンデルセン
童話における母親不在の問題）をめぐって
「人魚姫」分析の多様性を論議した。またア
ンデルセンのマルチ芸術性に関して総括を
行い、研究の所期の目的、アンデルセン文学
をジャンル、時代を超えて存在し続ける「越
境文学」、「移動文学」として位置づけるべく、
現代北欧児童文学におけるアンデルセンの
影響、テーマの再創造について考究した。と
りわけ、テーマ「越境」、「旅」を死のメタフ
ァーとして捉え、「子どもの死」がどのよう
に現代北欧児童文学において継承されてい
るのかについて調査を行い、その成果を平成
23年５月、および７月に「アンデルセンと現
代北欧児童文学」、「北欧児童文学に描かれる
さまざまな家族―大人が子どもに死を語る」
と題して２回講演するかたちで発表した。 
 
(4)前述の(1)〜(3)の成果はこれまで国内に
おいてはほとんど顧みられることのなかっ
た新たなアンデルセン研究を提示するもの
となった。日本におけるアンデルセン受容史
（とりわけ童話研究、伝記研究）は明治時代
以来の伝統であるが、それを継続、刷新して
いくために今後も新たな視座、そして文学と
いうディシプリンに縛られることなく、研究
領域をたえず「越境」、「移動」する総合的な
アンデルセン理解が必要だと考える。今年度
（平成 24 年度）よりスタートさせた挑戦的
萌芽研究「死生観の文学空間—現代北欧児童
文学における「死」の語り」が構想された経
緯は、まさに、アンデルセンが、地域、ジャ
ンルを越境し世界文学として確立された要
因の一つに「子どもの死の受容」をテーマに
していることを看取し、ここに北欧児童文学
における死生観の原点が見出されると考え
たからである。そしてこのことが「子どもに
死を描き、死を語る」絵本や児童書が現代に
おいて数多く出版されている現状に繋がっ
ているとの仮説を立て、今後は文学領域と社
会学領域の双方から検証する計画である。ゆ
えに、本研究の成果は新たな研究を支える基
盤として機能すると同時にさらなる研究の
展開が期待される。 
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